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平成２８年度　第１回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成28年5月23日（月）18:00～19:50
場　所
：OMMビル　地下1階　ギャラリー
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・下村委員・曽和委員・多々納委員・田中委員・田中丸委員・福田委員　計９名（欠席：大石委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 芦田川水系河川整備計画の進捗点検及び事業評価について
＜進捗点検について＞

○整備計画に書かれている内容が、具体的にどうなったのかが分かるように整理すること。
○景観や環境について、整備主体としてどのようなものを求めているのか。その構想と実態について整理すること。
●整備のコンセプトは地域住民を中心に検討された親水空間の整備であり、流水は通常は上層河川を流れ、出水時には越流堰から下層河川に流入する構造により、親水性を持たせられるように計画した。
○親水空間については分かりやすく記載しているが、自然環境については具体的な表現となっていない。自然環境に関しては、現時点では評価できないというのが正しい判断だと思うが、今後の変化をモニタリングして評価できるものだと思う。
○上流が未整備のため、整備前後で浸水範囲が大きく変わらないことは分かるが、説明資料による比較方法では、大規模な工事の割には治水効果が小さいという印象を住民に与えることが懸念される。このため、住民に整備の意義と効果を分かりやすく提供する工夫をしてほしい。
●この5年間での整備による効果を分かりやすく提示することが望ましいが、そこまでの対応は困難なため、河川からの氾濫・溢水実績を二層河川区間供用前後で比較し、わかりやすく示していきたい。
○流況監視カメラなどの周知結果の評価について、例えば、アクセス数の分析をするなどして記載すると良い。
●アクセスカウンターでの評価と併せ地域でのカメラを活用した避難行動の支援についても積極的に取り組んで行きたいと考えている。
○遊歩空間の整備範囲や、緩傾斜護岸の整備箇所等について、実数を交えて整理すること。
＜事業評価について＞

○事業の進捗率や効果等がどう変わったのか、事業評価に必要な標準的な情報を説明資料に加えること。
○事業効率が良いのか、悪いのかを評価した上で継続の妥当性を判断できるようにするため、今後の進捗の見通しに関する記述を加えること。
○再評価をすることの意味は、当初の目的が成果を上げているかどうかを評価することと、府民に約束したことの結果を示すこと。そのためには、当初の事業費や効果がどのようになっているのかを整理する必要がある。

○本日の意見を踏まえて事務局で資料を修正した上で、再審議、また現地状況の確認の場も設けてほしい。
(2) 大川水系河川整備計画の進捗点検について
○大川の今後の予定はどのようになるのか。事業が進めば今後事業評価の手続きに移ることになるのか。
●洪水対策が未着手だったため、進捗点検とさせていただいたが、今後事業着手し事業評価の対象となれば諮ることになる。
○フトン籠は何のために設置しているものか

●国道建設に伴う河川改修により、先行的に上流部の改修を行っているため、下流へのリスク転嫁とならないように流量を制限するために設置している。

○国道建設に伴う河川改修区間については、計画区間が完了したということか。

●図に示す区間は完了している。
○最上流区間については、河川整備計画の審議時に宅地嵩上げなどの議論をしたと思うが、整備計画にはどのような位置付けとなっているのか。
●河川整備計画立案時に宅地嵩上げも含めた検討について提案し、審議をいただいたが、整備計画では河道改修を中心に記載しているが、当該箇所については、「宅地嵩上げも含めて検討する」としており、具体的な手法についてはこれから検討する予定。
○大川については、現段階の進捗状況が確認できた。今後、府内他河川とのバランスにも注意しながら、河川整備計画の実現に努めていただきたい。
(1) 芦田川水系河川整備計画の進捗点検及び事業評価について


　　・委員の意見を踏まえて検討を行い、次回以降、継続審議とする。





(2) その他


大川水系河川整備計画の進捗点検について


　　・大川水系河川整備計画の進捗状況の確認を行った。
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